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【目的】

本研究 は、プ ラウ耕等 にお ける トラクタの力学 的挙動 を、地盤 一 トラクタ系 の力学問 題

と して、有限 要素法 を用 いて解析 す る手法 の開発 をね らい と した もの であ る。

【解析方法 】

1)解 析 モデル:本 研究 で開発を 進めて い る有限 要素法 は、地盤 と トラクタ(機 械)を 一

つ の結合力学 系 と して と らえ、相 互の挙動 を同時 に解析す ることを大 きな特徴 と して い

る。 今回 は2次 元問 題 に限定 して 、 トラク タ部を トラス、 ラーメ ンお よび トラス ・ラー

メ ン混合要素 でモデ ル化 し、地盤 を3角 形 要素で 表 した。 プ ラ ウ耕の解析 に使用 したモ

デ ルの1例 を図 に示 す。

2)構 成式 およ び材 料定数:今 回は第1段 階 と して大幅 な単純化 を行 い、全要素 の変形挙

動 は等方線形 弾性則 に従 うと仮定 した。計 算 に用 いた材料 定数 は地盤、車 輪、機体 でそ

れぞれ異 な る値を用 いた。地 盤 につ いて は土の硬 軟を表現 す るた めに材料 定数 を様々 に

変 化 させた。

3)プ ログ ラム:プ ログ ラムはBASICで 作成 し、パ ソ コン(16ビ ッ ト)で 計 算を行 った。

4)計 算条 件:計 算は、材料 定数 、駆動 力、耕盤 の深 さ等を様 々 に変化 させて行 った。

【結果 とま とめ】

本解析法 は単純 なが らも地盤の 力学的挙 動だ けでな く、 トラクタ本体 の各部 に作用す る

力 、あ るいは他の力 学特性値 を明確 に分析 しうる可能性 を もってい る ことが明 らか とな っ

た。 従 って解 析条件 を多様 に変化 させれ ば トラクタ挙動 の定性的 な傾 向を把握 しうると と

もに、解析法 を精巧 にすれ ば設計 におい て も有効 な道具 とな り うると考 え る。
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